
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ２０５ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「生物 改訂版」 （啓林館） 

副教材等 

改訂版 大学入学共通テスト チェック＆演習 生物 （数研出版） 

フォトサイエンス生物図録（数研出版）（継続使用） 

六訂番 リードα 生物基礎＋生物（数研出版）（継続使用） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１年次の生物基礎、２年次の理科総合演習（生物）の内容を踏まえて、生物を学習します。 

・授業は４単位を「生物α(２単位)」・「生物β(２単位)」に分けて行う予定です。 

・教科書、図録、問題集を用いて授業を行います。 

・授業には真摯な態度で取り組んでください。寝ている時間はありません。学習に集中できるいい

雰囲気を全員でつくり、それぞれの進路に敬意をもって接してください。 

・実験・観察では、まっさらな気持ちで積極的に取り組んでください。 

・「自習プリント」、「問題集解答冊子」、「内容のまとめ」など、課題の提出を求めます。 

・授業内容だけでなく、問題集や模試などから得た知識も加えるようにしてください。 

・既習分野については、基本事項をしっかりと自分のものにしておきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・自然現象、生物に関する興味・関心を持つ。 

・実験・観察等を通して観察する力や考える力を育む。 

・自然を愛する心情を育む。 

・進学に必要な学力を養うとともに、将来の仕事についてさらに深く考えるきっかけとする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や自身の将来
の仕事、社会との関連
を図りながら生物や生
物現象の関係に関心を
もち、意欲的に探究し
ようとするとともに、
生物の共通性と多様性
を常に意識するなど、
科学的な見方や考え方
を身に付けている。 

生物や生物現象の中に
問題を見いだし、探究
する課程を通して、事
象を科学的に考察し、
導き出した考えを適切
に表現している。 

生物や生物現象に関
する観察、実験などを
行い、基本操作を習得
するとともに、それら
の過程や結果を的確
に記録、整理し、自然
の事物・現象を科学的
に探究する技能を身
に付けている。 

生物や生物現象につ
いて、基本的な概念や
原理・原則を理解し、
知識を身に付けてい
る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートの内容・問題集
の取り組み 
探究活動の記録、発表 
 

学習状況の観察 
ノートの内容・問題集
の取り組み 
探究活動の記録、発表 
定期考査の結果 

学習状況の観察 
ノートの内容・問題集
の取り組み 
観察・実験の記録 
定期考査の結果 

学習状況の観察 
ノートの内容・問題集
の取り組み 
観察・実験の記録 
定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期

期 単
元

名 学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

α
 

生
殖
と
発
生 

動物の配偶子形成と受精 〇   〇 a:動物の体がどのように形作

られていくのか考えようと

している。 

b:ＤＮＡが特定の形態を形成

するしくみを、分子の相互作

用として捉え、説明できる。 

c:顕微鏡観察を通じて、形態形

成の過程を経時的にとらえ

ることができる。 

d:初期発生の過程およびその

しくみを理解し、さらに遺伝

子の関わりについても理解

している。 

学習状況 

プリントの内

容 

問題集に対

する取り組み 

観察・実験・

探求活動 

定期考査 

初期発生の過程  〇 〇 〇 

β
 

生
物
の
環
境
応
答 

刺激の受容と反応  〇  〇 a:学習内容に基づいて、ＵＤな

どの身の回りにある応用に

気づくことができる。 

b:特定の刺激を受けた際の反

応を、神経系の仕組みに基づ

いて予測できる。 

c:ヒトの受容器と認知機能を

定量的に測定できる。 

d:動物のもつ受容器と効果器

の仕組みを理解している。 

動物の行動 〇  〇  

２
学
期 

α
 

生
物
の
進
化
と
系
統 

生物の進化 〇 〇  〇 a:進化の証拠を知り、そのしく

みを探求しようとしている。 

b:系統分類の概念を理解して

いる。 

c:ＤＮＡレベルの研究を知り、

進化のしくみを一層深く考

えようとしている。 

d:現代の進化理論を考察し、さ

らに探求しようとしている。 

学習状況 

プリントの内

容 

問題集に対

する取り組み 

観察・実験・

探求活動 

定期考査 

進化とそのしくみ  〇  〇 

β
 

生
物
の
環
境
応
答 

植物の環境応答   〇 〇 a:植物の環境応答について、自

らテーマを選び、追試を提案

できる。 

b:資料や実験結果を考察し、論

理的に説明できる。 

c:生物現象を定量的に測定す

る規準を提案できる。 

d:植物ホルモンの働きやそれ

と関わるタンパク質を理解

し、その反応を分子レベルで

捉えている。 



 

※令和３年度以前入学生用 

β
 

生
態
と
環
境 

個体群と生物群集  〇  〇 a:学習内容を身近な自然環境

に当てはめ、その保全にむけ

た提案を行うことができる。 

b:個体群変動を示す資料を正

確に読み取り、説明できる。 

c:生態系の状態を示す資料に

基づいて、その後の変化を予

測できる。 

d:個体群の動的平衡の概念が

身に付いている。 

３
学
期 

α
 

生
物
の
進
化
と
系
統 

生物の系統 〇   〇 a:身近な動植物が特徴をもつ

ことに気づき、生命を尊重す

る行動をとることができる。 

b:生物の形態的・遺伝的情報に

基づいて生物を分類するこ

とができる。 

c:生物の形態を正確に観察・記

録することができる。 

d:生物分類の階層と基準を正

しく理解している。 

学習状況 

プリントの内

容 

問題集に対

する取り組み 

観察・実験・

探求活動 

β
 

生
態
と
環
境 

生態系 〇  〇 〇 a:学習内容を身近な自然環境

に当てはめ、その保全にむけ

た提案を行うことができる。 

b:生態系の状態を示す資料を

読み取り、説明できる。 

c:生態系の状態を示す資料に

基づいて、その後の変化を予

測できる。 

d:生物間の相互作用の概念が

身に付いている。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


